
　校名を変更して5年目、共学部が発足して4年目となる今年の

藍桐祭は、昨年にも増して伝統と進化を感じることができました。

　東横学園時代から築いてきた部活動の演技発表では、伝統と

いう太い幹に力強く新芽が育つ様が見られました。また、クラス中

心で行う展示発表部門では、共学部の「Lip」「探究の時間」等で

培っている能力を発揮した内容の濃い展示になっており、中学1・2

年グループでは中学1年2組が、中学3年および高校1・2年グルー

プでは中学3年1組が表彰されています。さらに、7クラスが参加し

た飲食部門では高校1年A組が、文化部展示発表部門では書道

部が、同窓会賞には理科部がそれぞれ優秀賞に輝きました。

　今年の藍桐祭は、卒業生の「応援」がいたるところで見られた

のも特徴の一つです。昨年より良いものを目指して、夏休みから

来てくれる卒業生の姿からは母校への思いが伝わってきました。

もう、すでに来年が楽しみになっている。そんな藍桐祭でした。

教頭　古川 明美

一歩一歩、
飛躍している「藍桐祭」

11月1日（金）
●模試（女子部）

11月2日（土）
●音楽鑑賞教室（共学部高1）

11月9日（土）
●等々力キャリアフェア（中2）

11月10日（日）
●模試（共学部高1・高2）

11月11日（月）～16日（土）
●修学旅行（女子部高2）

11月11日（月）～15日（金）
●修学旅行（中3）

11月11日（月）～13日（水）
●語学研修（女子部高1）

11月13日（水）～15日（金）
●語学研修（共学部高1）

11月15日（金）
●校外学習（女子部高3）

11月18日（月）・19日（火）
●プレインターン（女子部高1）

11月20日（水）
●スピーチコンテスト（中1・中2・高1・高2）

１１月２７日（水）
●避難訓練

１２月６日（金）～１２月１０日（火）
●期末考査

１２月１２日（木）
●文楽鑑賞教室（女子部高２）

１２月１４日（土）
●都市大訪問会（高1）

１２月２０日（金）
●終業式

１２月２１日（土）～２８日（土）
●冬季登校講座

１月５日（日）～7日（火）
●スキー教室（中２・中３希望者）

１月８日（水）
●始業式

１月２８日（火）
●合唱コンクール

２月２１日（金）
●ロードハイク（共学部）

３月３日（月）～６日（木）
●期末考査

３月１４日（金）
●高校卒業式

３月１８日（火）
●中学卒業式

３月２０日（木）
●終業式

３月２０日（木）～２6日（水）
●春季登校講座

３月２７日（木）～３1日（月）
●春季進学合宿（共学部新高３）

　
今
回
、体
育
科
の
行
事
を
特
集
す

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。中
学
生
は
高
校
生
の
、高
校
生
は

中
学
生
の
体
育
行
事
に
つい
て
あ
ま
り

知
る
機
会
が
な
い
の
で
、い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。体
育
行
事
に
お
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が
精
一
杯
の
力
を
発
揮
す

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、行
事
を

通
し
て
ク
ラ
ス
、学
年
の
絆
を
深
め
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
皆

で
体
育
行
事
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！ 

（
小
林 

枝
里
子
）

　「
帰
る
場
所
が
あ
る
」「
帰
り
た
く

な
る
場
所
が
あ
る
」こ
れ
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。先
日
の
藍
桐

祭（
文
化
祭
）で
も
数
多
く
の
卒
業
生

が
本
校
に
“帰
っ
て
”
き
ま
し
た
。変

化
に
驚
き
つ
つ
も
変
わ
ら
ぬ
雰
囲
気
。

相
反
す
る
こ
と
が
実
在
す
る
学
校
な

ん
だ
な
と・・・温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま

し
た
。 

（
石
川 

範
明
）

今 後 のスケジュール
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【中学募集要項（特別選抜コース・特別進学コース）】

【高校推薦入試 募集要項（特別選抜コース）】

【高校一般入試募集要項（特別選抜コース）】

《11月以降の学校説明会日程》

※説明会の模様はWEBで生中継いたします。詳細は、本校ホームページをご覧ください。

※中学･高校ともに成績上位者のうちＡ特・Ｂ特合わせて10名～15名が特別奨学生となります。（ただし中学は特別選抜コース受験生に限る）

＊必ず募集要項でご確認ください。

編集発行 ： 東京都市大学等々力中学校・高等学校
発 行  日 ： 平成25年11月1日

〒158-0082 東京都世田谷区等々力8-10-1
TEL.03-5962-0104  FAX.03-3701-2197

C O N T E N T Svol.7  2013 Nov.

vol.7 2013 Nov.

都市大等々力ニュースレター

都市大等々力ニュースレター

ノブレス・オブリージュ

─高潔な若人が果たすべき責任と義務─

中 学 校・高 等 学 校 募 集 要 項（ 抜 粋 ）

編 集

後 記
http://www.tcu-todoroki.ed.jp

※英検準2級を取得している者には加点1、
　英検2級以上を取得している者には加点2とします。

一歩一歩、飛躍している「藍桐祭」

体育行事

花育プロジェクト

クラブ紹介（剣道部・書道部）

Event Topics

　● サバイバルキャンプ

　● ラグビー校サマースクール

　● ハーバード大学語学研修

　● オックスフォード語学研修旅行

ノブレス・オブリージュの旅

スケジュール／募集要項／編集後記
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2/12（水）試 験 日
50名募集定員
平成26年3月中学校卒業見込みの者　併願優遇基準は併願推薦（Ｂ推薦）基準と同じ出願資格
英語・国語・数学（各50分、各100点）試験科目
あり（本人のみ個人面接）面 接
8:30集合時間
本校ホームページ……2/12（水）20：00～2/13（木）12：00
本校にて掲示………2/13（木）11：00～12：00　　※合否結果通知を交付

合格発表

中 学 校

高 校

【帰国生入学試験募集要項】
第1回…平成25年12/19（木）午前　第2回…平成26年2/2（日）午前試 験 日
20名（第1回、第2回帰国生入試合計）募集定員
平成26年3月小学校卒業見込み、または同等の学力を有する児童で、以下のいずれかに該当する者
・現在国内に在住し、海外在住1年以上で帰国後3年以内の者
・現在海外に在住し、平成26年4月1日までの在住期間が1年以上の者

出願資格

国語・算数・作文（日本語）・面接（本人及び保護者）または、
英語・算数・作文（日本語）・面接（本人及び保護者）試験科目

8:30集合時間
本校ホームページ……第1回  ホームページの掲載はありません。　第2回  2/2（日）22：00～翌日12：00
本校にて掲示………第1回  12/20（金）9：00～12：00　第2回  2/3（月）9：00～12：00

合格発表

1/22（水）

特別選抜コース……2/1（土）午後、2/2（日）午後、2/5（水）午前
特別進学コース……2/1（土）午前、2/2（日）午前
特別選抜コース……84名
特別進学コース……56名
国語・算数・理科・社会

試 験 日

試 験 日

募集定員

試験科目

なし面 接
国語・算数（各50分、各100点）　理科・社会（合計60分、各50点）配 点
午前入試 8:30　午後入試 14:30集合時間
本校ホームページ……2/1（土）・2/2（日）22:00～翌日12:00、2/5（水）20:00～翌日12:00
本校にて掲示………入試翌日9:00～12:00　※スライド合格制度、特別奨学生制度あり合格発表

20名募集定員

出願資格

適性検査（英語・国語・数学）（各30分）試験科目
あり（グループ面接）面 接
8:30集合時間
1/23（木）11:00～12:00（本校）　※合否結果通知を交付合格発表

平成26年3月中学校卒業見込みの者
①学校長の推薦する者　②遅刻・欠席は3年間で各30日以内とする　③評定は中学3年2学期または
前期（後期中間でも可）の成績を基準とする　④評定は9科に1、5科に2がないこと　⑤Ｂ推薦（併
願）は東京･神奈川の生徒を除く　⑥Ｂ推薦（併願）は公立・私立ともに併願可　⑦内申基準
Ａ推薦（単願）̶ 3科合計 13以上 かつ 5科合計21以上
Ｂ推薦（併願）̶ 3科合計 14以上 かつ 5科合計23以上

11/4（月・振）・11/23（土・祝）・12/22（日）・1/13（月・祝）
11月は［10：00～、10：30～］　12月・1月は［10：00～、10：30～、11：00～］　要予約
11/23（土・祝）・12/22（日）　いずれも14：30～、15：00～　要予約
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れ
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とっても楽しくて、真剣にスポーツ
に取り組んだ。またやりたいなと
思った。

今年は初めて女子部と共学部の合同の体育祭でした。
どうなるか少し不安でしたが、人数が女子部よりも
倍以上いるので、競技を応援しているときの各組の
盛り上がりは、すばらしかったと思います！

共学部との初の体育祭で最初はどうなるのかと思ったけれど、楽
しくできました。無事に終わってよかったです。応援団も各チーム
とも、個性があって面白かったと思います。

今回は出る種目が多かったので、他の人がやって
いるのを見るということはあまりできなかったが、
一つひとつの種目で楽しむことができた。応援も盛
り上がってよかった。

自分が所属した赤組は、優勝はできなかったが「応援優勝」をとるこ
とができた。団長をはじめ、3年生の先輩方が、1年生を引っ張ってく
れたおかげだと思う。今回はついていくので精一杯だったが、来年、
再来年は、自分が後輩を引っ張っていきたいと思う。

力

心

体 育 行 事

！！

今年初めて女子部と共学部の合同開催となった
高校の体育祭。最初はお互いにうまくいくのか不
安な様子でしたが、実行委員の熱心な取り組みと
高３生の「おおいに盛り上がりたい」という熱意
が実り、大成功に終わりました。

中学のスポーツ大会は、クラス対抗でもあり色別対抗
でもあります。「学年優勝」を目指してクラスが団結。
「総合優勝」を目指して先輩・後輩が団結。集団の中で
自らが果たすべき責任を全うする能力を養います。

高校

中学ロードハイク
歩け！歩け！

上達も早い！

みんなの汗が光ってる！ 優勝をつかみ取れ！

学年の垣根を越えて応援！

「困難を前にたじろがない精神の錬成」を目標に掲げ
たロードハイク。22km、31km、そしてフルマラソン
とほぼ同じ42.195km程の3つのコースから自分で
選んだコースを歩き、歩き、そしてまた歩き、ゴールで
ある二子玉川の総合グラウンドを目指します。

共学部
中・高

球技大会
女子部伝統の球技大会。クラス対抗戦なので、クラ
スの絆はより一層深まります。女子だと思って侮る
なかれ。やるからには一番目指して競争心に火がと
もる。真剣勝負だからこそ、感動も大きいのです。

女子部

スキー教室
大自然の中、ウィンタースポーツをとおして健康な心
身を育てること、そしてＳＡ制度によって他学年との交
流をはかり、今後の学校生活にも生かしていくこと。そ
れがスキー教室開校の狙いです。集団行動をとおして
規律ある生活態度を養います。

中2・中3
（希望者）

今回のスポーツ大会で、多くのこと
を経験し、多くのことを学びました。
「気をぬかない」「あきらめない」など、
これからの生活に必要なことが、改
めてわかりました。

今回のスポーツ大会は優勝できなかったけれ
ど、楽しめたのでよかったです。また、後半の
競技の時は、ほとんど毎回、円陣を組んだり、
自分達でクラスの応援をして士気を高めたり
できたので、3年生の始めの頃よりも一体感が
出てきたと思います。

スポーツ大会ではクラス全体がまとまることができ
てよかったと思う。クラス替えしてから2・3ヶ月し
か経っておらず、クラス全体がぎこちなかったもの
の、スポーツ大会ではみんなで団結することによっ
て、クラスがかなりまとまったと思う。

初めてのスポーツ大会で「うまくできないんじゃない
か」「先輩たちの足をひっぱっちゃうんじゃないか」と
心配でしたが、そんなことはありませんでした。
とても疲れましたが、とても楽しいスポーツ大会でし
た。そしてさらに総合優勝までできたので、また来年
のスポーツ大会で優勝を目指したいと思いました！

今回僕は約３１ｋｍのBコースを歩きました。予想
以上に長い道のりに途中何度も心が折れそうになり
ましたが、共に歩く友達と互いに励まし合いながら
歩ききることができ、友情も深めることができまし
た。来年は一番長いCコースに挑戦してみたいです。

自分はBコースの約３1ｋｍを歩いた。途中
1時間ぐらい走ったり、休んだりして5・6時間
でゴールすることができた。そこまで時間が
かかったと思えなかった。長い距離を歩いた
達成感がとても大きかった。

私は４２．１９５ｋｍのCコースを歩きました。途
中、何度も「止まりたいな」と考えてしまいましたが、
その度に一緒に歩いていた友達が「頑張れ！あと
ちょっとだよ！」と励ましてくれて、無事ゴールに
着くことができました。ゴールした時の喜びは言い
表せません。また、ゴールではおいしく温かい炊き
出しがあり、歩き疲れた体を癒してくれました。長
い距離を歩き続けるのは大変でしたが、その後の達
成感はそれをはるかに上回ります！このロードハ
イクで、私は友達の大切さなど、たくさんのことを
学べました。来年もCコースに挑戦したいです。

ロードハイクによって教えられたことは
大きく3つあります。1つ目は「仲間と協力
し合うことの大切さ」です。ロードハイク
はすごく長い距離で、一人じゃ歩けない、
友達がいるからこそ歩ききれると思いま
した。2つ目は「計画性」です。自分がどのく
らいの速さで歩けば早めにつけるのか、な
どを考えさせられました。3つ目は「達成
感」です。ゴールした時の達成感は素晴ら
しかったです。迎えてくださった方々に感
謝の気持ちでいっぱいです。ロードハイク
は「目標があるから頑張れる」のです。
私たちが河川敷を歩く一歩一歩は小さい
けれど、その一歩を積み重ねることによっ
てそれはとても大きな一歩になるのだな
と思いました。

今回は最高学年ということで、全体を取りまとめる
立場を経験し、人の上に立つということの難しさを
改めて学びました。失敗もたくさんあったけれど全
力で楽しむことができ、高校生活最後の最高の思い
出になりました。

人数が少ないながらも、各学年がそれぞれ全力で戦い、
どの競技もとても盛り上がったので楽しかったです。
他学年との交流を深めるいい機会にもなりました。

年々クラスが減るにつれ、やる種目が減ってきているが、
皆今ある種目を楽しそうに対決してくれたのでとてもう
れしかった。来年も女子部らしい球技大会をやりたい。

最初は全く滑ることができ
なかったけれど、段々滑るこ
とができるようになって嬉
しかった。インストラクター
の方の教え方も上手だった。
他の学年との交流も深めら
れてよかった。

スキー教室に行って、先
輩やほかのクラスの人
との交流を深めること
ができてとても楽し
かったです。スキー技術
も向上しました。

滑ることができない人でも絶対に滑ることができるようになる
し、たくさん雪に触れることができるので、普段できない経験を
たくさんできるところが楽しい。来年も絶対行きたい。
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1年生では大会で入賞者も出ました。

藍桐祭
合作中の高１森達郎くん

書道部員集合写真

夏季合宿は
新潟へ。

花育プロジェクト
平成２４年度卒業生の記念品として整備が進められた都市大等々力の「花育環境ガーデン」がこのほ
ど完成しました。このガーデンは、原田校長の掲げる「綺麗な花で生徒の登下校を飾る」をコンセプト
とし、正門から階段を通り抜けた場所に広がっています。ここでは、三つに仕切られたガーデンを一つ
ずつご紹介しましょう。

　
「
剣
心
克
己
」。こ
れ
は
私
が
剣
道
を
始
め
た
時
に
最
初

に
教
え
て
も
ら
っ
た
言
葉
だ
。本
校
の
剣
道
部
が
使
用
し
て

い
る
手
拭
い
に
も
そ
の
言
葉
を
入
れ
て
い
る
。ま
た
、剣
道
に

は「
剣
は
心
な
り
。心
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
剣
ま
た
正
し
か
ら

ず
、剣
を
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ば
先
ず
心
よ
り
学
ぶ
べ
し
」と
い

う
言
葉
が
あ
る
。「
心
が
正
し
け
れ
ば
正
し
い
技
、正
剣
に
な

り
、そ
う
で
な
け
れ
ば
邪
剣
、ご
ま
か
し
た
稽
古
と
な
る
。だ

か
ら
剣
を
志
し
た
者
は
先
ず
心
を
正
し
く
せ
よ
。」と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

私
は
、剣
道
を
と
お
し
て
本
当
に
学
ぶ
べ
き
も
の
は
、勝
利

す
る
た
め
の
技
術
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。相
手
を
敬
い
相

手
に
感
謝
す
る
心
、自
分
が
稽
古
で
き
る
環
境
に
感
謝
す
る

心
、自
分
を
守
っ
て
く
れ
る
防
具
や
竹
刀
を
大
切
に
扱
う

心
。常
に
学
ぶ
姿
勢
で
、困
難
な
状
況
や
苦
し
い
場
面
で
も

そ
こ
を
乗
り
越
え
る
弱
い
自
分
に
克
つ
心
。そ
う
い
う
こ
と

を
剣
道
か
ら
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
って
い
る
。

本
校
の
剣
道
部
は
、中
学
生
、高
校
生
合
わ
せ
て
９
人
。他
校

に
比
べ
る
と
人
数
は
少
な
い
方
で
あ
る
。ま
た
技
術
レ
ベ
ル
も

様
々
な
た
め
、同
じ
練
習
内
容
が
難
し
い
と
い
う
と
き
も
あ

る
。人
数
が
少
な
い
と
い
う
の
は
、部
活
動
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョン
を
下
げ
や
す
い
要
因
の一つ
だ
。一時
期
、多
く
の
部

員
が
稽
古
に
対
し
て
消
極
的
に
な
り
、部
内
の
活
気
が
な
く

な
って
き
た
時
が
あ
っ
た
。も
う
剣
道
部
は
だ
め
か
も
し
れ
な

い
と
思
っ
た
。

　

し
か
し
、部
員
皆
で
話
し
合
い
を
行
い
、そ
の
時
の
正
直
な

気
持
ち
を
共
有
し
た
。そ
の
中
で「
少
な
い
人
数
で
も
皆
で

声
を
か
け
あ
って
稽
古
し
て
い
こ
う
」「
と
に
か
く
声
を
出
そ

う
」「
し
っ
か
り
と
し
た
目
標
を
立
て
て
取
り
組
も
う
」な
ど

の
前
向
き
な
意
見
が
出
た
。そ
れ
か
ら
の
生
徒
た
ち
は
、個

人
の
目
標
や
課
題
を
部
室
の
目
に
つ
く
と
こ
ろ
に
貼
り
、課

題
を
確
認
し
て
か
ら
稽
古
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。ま
た
、練

習
中
に「
フ
ァ
イ
ト
ー
!!
」な
ど
の
仲
間
へ
の
声
か
け
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。少
し
ず
つ
、本
当
に
少
し
ず
つ
だ
が

活
気
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。生
徒
た
ち
は
皆
、弱
気
に
な
っ

た
自
分
に
打
ち
克
つ
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。

　
「
剣
心
克
己
」〜
弱
い
自
分
に
打
ち
克
ち
、何
事
に
も
感

謝
の
気
持
ち
を
持
つ
心
。こ
の
心
を
、剣
道
を
通
じ
て
生
徒

た
ち
に
学
ん
で
いって
ほ
し
い
。

（
小
林 

枝
里
子
）

　
「
先
生
、昨
日
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
ん
だ
よ
。」

　

朝
一
番
に
訪
ね
て
来
た
部
員
が
小
さ
な
声
で
言
っ
た
。あ

る
行
事
の
看
板
を
書
道
部
が
担
当
し
た
時
の
こ
と
だ
。行

事
が
終
了
す
る
や
否
や
ビ
リ
ビ
リ
に
破
い
て
片
付
け
ら
れ
た

と
云
う
。私
は
、「
頼
ま
れ
た
物
を
届
け
た
瞬
間
、そ
れ
は
相

手
の
物
に
な
る
ん
だ
よ
。必
要
な
物
で
も
使
い
終
わ
っ
た
ら

要
ら
な
い
。当
た
り
前
の
こ
と
だ
よ
。」と
伝
え
た
。「
だ
け

ど
さ
ぁ…

。」涙
ぐ
む
そ
の
生
徒
の
表
情
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

書
道
部
の
活
動
内
容
は
作
品
制
作
の
為
の
研
鑽
が
主
で

あ
る
が
、行
事
へ
の
協
力
が
あ
れ
ば
事
に
応
じ
て
制
作
す

る
。一
枚
き
り
の
紙
に
依
頼
さ
れ
る
こ
と
や
布
に
書
す
る
こ

と
も
あ
る
。そ
の
時
々
の
要
望
に
最
善
を
尽
く
す
。行
事
の

制
作
は
部
員
の
応
用
力
が
試
さ
れ
る
時
だ
。文
字
の
基
本

形
を
調
べ
、他
の
紙
に
何
度
も
練
習
し
な
が
ら
緊
張
が
高

ま
って
い
く
。

　

本
番
の
瞬
間
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
の
だ
。結
果
、納
得

の
仕
上
が
り
に
は
程
遠
い
も
の
と
な
る
と
、そ
れ
が
今
の
実

力
と
知
る
ま
で
だ
。こ
の
繰
り
返
し
で
本
番
に
強
く
な
っ
て

い
く
。努
力
は
見
え
に
く
く
、心
を
込
め
て
も
伝
え
ら
れ
な

い
こ
と
の
方
が
多
い
。そ
ん
な
時
、練
習
量
が
足
り
な
い
と
自

覚
す
る
。こ
れ
が
部
員
た
ち
の
素
直
な
心
の
日
常
だ
。

　

日
本
の
暮
ら
し
の
中
に
書
は
多
く
残
っ
て
い
る
。い
や
、残

そ
う
と
大
切
に
し
て
き
た
人
が
居
る
の
だ
。本
校
も
文
化
の

バ
ト
ン
を
受
け
継
ぎ
、丁
寧
に
歩
ん
で
い
る
と
思
う
。部
員

た
ち
は
行
事
の
中
で
必
要
と
さ
れ
る
も
の
か
ら
多
く
を
学

び
、成
長
し
て
い
る
と
感
じ
る
。遠
く
か
ら
自
分
の
文
字
を

見
た
時
の
こ
そ
ば
ゆ
い
感
覚
が
未
来
の
書
道
家
を
育
ん
で
い

る
。昨
日
の
自
分
が
頑
張
っ
た
と
い
う
証
を
得
て
、自
信
へ
と

繋
が
っ
て
い
く
の
だ
。だ
か
ら
、ビ
リ
ビ
リ
に
破
か
れ
た
自
分

の
文
字
に
衝
撃
が
走
る
の
だ
ろ
う
。こ
ち
ら
も
当
た
り
前
の

感
情
だ
。心
が
詰
ま
っ
て
い
る
分
、涙
に
変
わ
る
の
だ
。一文
字

と
真
っ
直
ぐ
に
向
き
合
う
仲
間
た
ち
は
誠
実
で
仲
が
良
い
。

昨
年
度
、藍
桐
祭
で
の「
同
窓
会
賞
」は
部
員
た
ち
の
誇
り

と
な
っ
た
。

　

涙
ぐ
ん
だ
あ
の
部
員
は
今
、後
輩
の
涙
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
て
い
る
。潤
う
瞳
が
輝
く
書
道
部
だ
。（

藻
井 

友
紀
子
）

剣 

道 

部

クラブ紹介
文化祭を機に、高３が引退を迎える部活動があります。ひと足先に引退し
た各部活動も含め、彼らの３年間あるいは６年間の積み重ねは、きっと何
にも代えがたい宝物となることでしょう。このコーナーでは、毎回２つの
クラブを紹介します。今回は剣道部と書道部について、それぞれ顧問の
先生方に熱い思いを語っていただきました。小

林 

枝
里
子

田
中 

智
恵
子

顧　問

書 

道 

部
顧　問

中 高

c l u b  a c t i v i t i e s

宮
内 

伸
人

佐
野 

守
正

藤
波 

浩

藻
井 

友
紀
子

中 高

軽 音 楽 部

中 学 サ ッ カ ー 部

剣 道 部

中学（男子）バスケットボール部

バ ド ミ ン ト ン 部

弓 道 部

歴 史 鉄 道 研 究 部

高 校 サ ッ カ ー 部

理 科 部

高校（男子）バスケットボール部

舞 チ ア 部

吹 奏 楽 部

バ レ ー ボ ー ル 部

軟 式 野 球 部

陸 上 競 技 部

硬 式 テ ニ ス 部

硬 式 野 球 部

フ ッ ト サ ル 部

バ ト ン 部

コ ー ラ ス 部

演 劇 部

８月  １日～  ４日（３泊４日）

８月  １日～  ３日（２泊３日）

８月  １日～  ３日（２泊３日）

８月  １日～  ４日（３泊４日）

８月  ２日～  ４日（2泊3日）

８月  ２日～  ５日（３泊４日）

８月  ４日～  ６日（２泊３日）

８月  ４日～  ６日（２泊３日）

８月  ４日～  ６日（２泊３日）

８月  ４日～  ７日（３泊４日）

８月  ５日～  ８日（３泊４日）

８月  ５日～  ９日（４泊５日）

８月  ８日～１１日（３泊４日）

８月  ８日～１２日（４泊５日）

８月１０日～１４日（４泊５日）

８月１１日～１５日（４泊５日）

８月１２日～１６日（４泊５日）

８月１２日～１６日（４泊５日）

８月１４日～１７日（３泊４日）

８月１６日～１８日（２泊３日）

８月１７日～１９日（２泊３日）

妙 高 高 原

茨 城 県 神 栖 市

新 潟 県 上 越 市

長 野 県 松 本 市

群 馬 県 利 根 郡

長 野 県 飯 山 市

栃木県・日光、福島県・会津若松

群 馬 県 吾 妻 郡

長 野 県 飯 山 市

長 野 県 松 本 市

新 潟 県 南 魚 沼 市

本 校

群 馬 県 桐 生 市

千 葉 県 長 生 郡

新 潟 県 妙 高 市

福 島 県 南 会 津 郡

長 野 県 飯 山 市

長 野 県 飯 山 市

育 英 会 八 ヶ 岳 山 荘

山 梨 県 南 都 留 郡

育 英 会 八 ヶ 岳 山 荘

■各部活動の夏合宿

い

一つ目は、プレゼンテーションガーデンです。天然芝と花の

スポットで構成されたガーデンは、時期に合わせて季節の

花々を生徒が選び、飾っていきます。ここにはウッドデッキ

も設けられ、生徒、来校者の憩いの場となります。

二つ目は、グレープアイビーゾーンです。オリーブやサル

スベリが植えられ、国旗・校旗の掲揚ポールを、整備され

たグレープアイビーが囲んでいます。

三つ目は、ストロベリーガーデンです。ここには生徒が苺の

苗を植えて育てていきます。朝、水やりをする生徒の姿が

あり、綺麗な白い花が咲く頃が楽しみです。また、ブルーベ

リーも植えられています。

この他にも、ゆずの木を植えるなど、生徒の花育活動は活

発に展開していきます。

なお、この整備は、体育館横にある縦長の敷地を日本庭園

風にリニューアルし、正門にある五島慶太翁の胸像を綺麗

な花で飾るなどの事業も同時に進められました。

プレゼンテーションガーデン

グレープアイビーゾーン

ストロベリーガーデン

体育館横のスペースは、砂利や瓦を
敷いて日本庭園風に。

正門を入ってすぐのところで、生徒たちを
見守る五島慶太翁。

校庭脇の通路では季節の花々が皆をお出迎え。

様々な種類の濃い緑が心を和ませてくれます。

環境委員が皆で植えた苺の苗。気づくとすでに赤い実が。
本ゆずの木を植えました。黄色い実の成るのが
楽しみです。

（生徒活動部長　落合敏郎）
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Toshidai
Todoroki
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Todoroki Event Topics 学 校 行 事 紹 介

ノ
ブ
レ
ス
・

オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

　

前
回
、ナ
イ
ジェ
リ
ア
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
に
関
す

る
新
聞
の
特
集
記
事
を
紹
介
し
、十
二
歳
の
少
年
の
や
る

せ
な
い
現
実
に
心
を
寄
せ
た
時
、ま
ず
は
与
え
ら
れ
た
時

間
や
機
会
を
決
し
て
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
生
き
る
こ
と

を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
書
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、一
方
で
こ
ん
な
こ
と
も
考
え
ま
す
。

　

二
十
年
ほ
ど
前
に
な
る
で
し
ょ
う
か
、「
子
ど
も
の
権
利

条
約
」と
い
う
も
の
を
国
連
が
起
草
し
て
日
本
も
批
准
し

ま
し
た
。あ
の
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
や
南
ス
ー
ダ
ン
の
子
供
た
ち

の
よ
う
に
、世
界
に
は
悲
惨
な
状
況
の
中
で
暮
ら
す
子
供

た
ち
が
い
て
、毎
日
過
酷
な
労
働
を
強
い
ら
れ
た
り
、虐
待

を
受
け
た
り
、満
足
に
病
院
に
も
行
け
ず
、落
と
さ
な
く

て
も
い
い
命
が
簡
単
に
犠
牲
に
な
って
し
ま
う
と
い
う
こ
と

は
事
実
で
す
。そ
う
い
う
子
供
た
ち
を
救
う
と
い
う
趣
旨

に
は
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、そ
の
当
時
の
日
本
の

子
供
た
ち
は
、従
来
の
卒
業
式
や
入
学
式
を
意
味
の
な

い
、単
な
る「
儀
礼
」に
過
ぎ
な
い
と
し
て
ボ
イ
コッ
ト
し
、

生
徒
た
ち
の
合
意
の
も
と
に
行
わ
れ
る
卒
業
記
念
祭
と

か
入
学
を
祝
う
会
と
し
て
実
行
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が

連
鎖
し
て
起
こ
り
ま
し
た
。マ
ス
コ
ミ
も
こ
う
し
た
子
供
た

ち
の
無
思
慮
な
行
為
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
、む
し
ろ
自

主
性
と
か
民
主
的
と
か
い
う
言
葉
を
用
い
て
子
供
た
ち

を
英
雄
気
取
り
に
さ
せ
て
い
た
と
い
う
の
が
、当
時
の
私
の

印
象
で
す
。生
徒
諸
君
は
ど
う
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
は
悲
惨
で
あ

り
、救
って
あ
げ
た
い
。そ
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
、真
剣
に
考
え
る
べ
き
問
題
で
あ
り

ま
す
。し
か
し
、世
界
の
富
裕
な
国
の
恵
ま
れ
た
若
者
た

ち
は
、ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
が
直
面
し
て
い
る
困
難
と

は
全
く
別
の
次
元
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
と
、私

は
思
って
い
ま
す
。た
と
え
ば
こ
ん
な
困
難
で
す
。

食
べ
る
も
の
に
恵
ま
れ
て
い
る
が
故
に
何
が
食
べ
た
い

の
か
わ
か
ら
な
い
で
い
る
困
難
。

何
を
し
て
も
許
さ
れ
て
い
る
が
故
に
何
が
し
た
い
の
か

が
わ
か
ら
な
い
で
い
る
困
難
。

何
で
も
手
に
入
る
が
故
に
本
当
に
自
分
が
欲
し
て
い

る
も
の
が
何
な
の
か
掴
め
な
い
で
い
る
困
難
。

す
べ
て
が
個
々
に
与
え
ら
れ
て
い
る
が
故
に
、共
有
す

る
こ
と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
充
実
感
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
不
幸
。

　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
子
供
た
ち
と
日
本
の
子
供
た
ち
と
果

た
し
て
ど
ち
ら
が
幸
福
か
な
ど
と
い
う
の
は
、飢
餓
や
内

乱
の
恐
怖
を
知
ら
な
い
意
識
家
の
戯
言
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─高潔な若人が果たすべき責任と義務─

校 長

原田 豊

ハーバード大学語学研修 （高校）

  ゴレンフスキー教授の講義終了後に記念撮影。

7 31～
8 13

ラグビー校サマースクール （中2・中3）
8 1～
8 12

サバイバルキャンプ （中1・中3）
7 29～
7 31

オックスフォード語学研修旅行 （高2）
9 13～
9 19

自然に囲まれ、緑の多い所で学年の皆とＳＡの先輩
と過ごした3日間で学べたことは、なんでも皆で協力
し合ってやることの大切さです。これからの学校生活
にも活かしていきたいと思います。（中学1年）

SAの指導の下、
テント設営。

沢登りの風景。
足元が不安定の中、
がんばりました。

スイカ割り。
しっかり割れたかな!?

滝つぼまで行って、
楽しみました。

食事作り。
自分達のものは
自分達で。

以前は、外国人に話しかけたくても、間違えるのが怖くてやめてしまうことがありました。
でもイギリスでは、英語で話さないと伝わらないので、頑張って話してみました。自信が
ついたし、うまく伝わった嬉しさはたまりません。

慣れない海外での生活は大変なこともあったけれど、以前より英語の会話を理解できる
ようになったし、今回の経験をこれからの英語の勉強に活かして行きたいと思う。修学
旅行でまたラグビー校に行くのが待ち遠しい。

今回のサバイバルキャンプでは、今まで育ててきた菜
園の野菜を食事のときに食べ、テントの設営などをし、
自然の中での生活を楽しむことができた。普段の暮らし
では体験できないことができてよかった。（中学1年）

僕は、このサバイバルキャンプで、今まで当たり前の
ようにあったもののありがたさがとても分かりまし
た。また、料理を作ってくれる母にも感謝しようと思
います。（中学1年）

「ラグビーフットボール」が生まれたコートにて

ケンブリッジ遠足での
パンティング

最終日に中1・中3そろって集合写真。クラス、学年を越えて協力できたようです。

オックスフォード大学「ため息の橋」（1組）

ハートフォード・カレッジの中庭（2組）

バッキンガム宮殿（3組）

■ロンドンの国道沿いの景色がきれいで、とても印
象に残った。また、ロンドン市街の雰囲気などイギリ
ス独特であり、日本との違いがよく分かった。

■大英博物館にある数々の展示は興味深いものば
かりで、特に印象に残っている。さらに、行動する中
でＲＡｓに何回か質問することができ、英語によるコ
ミュニケーションで新しいことを知ることができたの
が嬉しかった。

街並み

大英博物館

■今回の研修で一番心配していたのがプレゼンでし
た。でも、チームの皆もしっかり台本を頭に入れてい
たし、ＲＡｓの皆さんもヨーヨーなどで一緒に遊んでく
れてとても盛り上がったので、よかったです。

■初めは自分の英語が通じるか心配だったけれど、
ＲＡｓの方が「ゆっくりでもいいから話してみて」と
言って下さったので、たくさんお話しすることができ
ました。今回の修学旅行で、もっと英語を勉強したい
と思うようになりました。

■RAsの皆さんが私たちのために企画してくださっ
た様々なアクティビティは、とても貴重な体験だった
と思います。ネイティブの発音を生で聞くことのでき
る貴重な経験だったので、英語に対する興味がより
深まりました。

日本文化についてのプレゼンテーション

ＲＡｓとの交流

■ナショナルギャラリーの作品に感動しました。今ま
で絵などを見ても、それほど感動することはなかっ
たけれど、間近で本物の作品を見ると細かいところ
までこだわって描いているのがわかり、すごく感動し
ました。

ナショナルギャラリー

語 学 研 修 旅 行 で 最 も 印 象 に 残 っ た も の は …

※RAs（Residential Assistants）… 研修をサポートする
　オックスフォード大学ハートフォード・カレッジの学生たち

アメリカに着いた日。どこへ行っても英語。初めは呪文のように聞こえ不安でいっぱいだったけれど、そんな不安は消えて飛んで
しまう楽しい日々が続きました。アメリカに行って印象に残ったことはたくさんありますが、その中でも毎日ハーバード大学の
キャンパスに通ったことが楽しかったです。午前中は授業を受け午後はアクティヴィティーという一日。ホストファミリーの家か
ら自分たちだけで登校することが少し不安だったので、アメリカの学校で友達に会うと日本で普段何気なく会うより安心
感を覚え、友達のありがたさを感じました。また、ホストファミリーの家に泊まることは大きな経験になりました。ホストファ
ミリーと毎晩会話をしたり一緒に遊んだりすることで距離が縮まっていくことが実感でき、英語で会話ができていると思う
と何とも言えない喜びを感じました。そして、日が経つにつれてアメリカが楽しくなり、もう少しいたいと思うようになりまし
た。それほどこの2週間は楽しく、長いようで短かった忘れられない日々になりました。最後に、私のホストファミリーからも
らった忘れられない言葉。“This house is your house in Boston.（この家はボストンでの君の家だよ）” 
私はとても感動し、胸に熱いものがこみあげてくるのを感じました。
この語学研修に参加して本当によかったです。ありがとうございました。（高校1年）

ボストンで活躍されている
本郷雅直さんに講演をし
ていただきました。

普段と違う環境の中で戸惑うこともあったけれ
ど、今回のキャンプで学べたことがたくさんあっ
た。来年もまた行きたいと思った。（中学3年）

中1の後輩と仲良くなれたし、暑かったけれどと
ても楽しかった。自分たちでレクリエーションを
考えて、実行する難しさがよくわかった。うまく
できないこともあったけれど、とてもやりがいを
感じた。（中学3年）

とても充実した2泊3日だった。今の中1が2年
後にＳＡにたくさん立候補してくれたら、うれしく
思う。（中学3年）
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